
兵庫陶芸美術館特別展「教えて！兵庫
陶芸美術館 -収集と展示のQ&A-」
県内産の古陶磁と内外の現代陶芸を柱とす
る同館の特色あるコレクションを、収集や展
示活動の軌跡とともに紹介 12月10日㊏～
2023（令和5）年2月26日㊐10時～18時※月
曜（祝休日の場合は翌日）休館 同館 一般
600円、大学生500円、高校生以下無料 同館
079-597-3961 079-597-3967

丹波OB大学見学会 参加者募集
地域の高齢者の皆さんに学習や交流の場を
提供する丹波OB大学の見学会を開催します
丹波地域在住でおおむね60歳以上の人
①12月14日㊌10時30分～12時（専門講

座）、13時～14時30分（教養講座）②2023年
1月11日㊌10時30分～12時（教養講座）③2
月1日㊌13時～14時30分（特別講座） 丹
波の森公苑多目的ルーム他 無料 同苑
0795-72-5170 0795-72-5164

第6回 心を届けるたんば絵てがみ
コンクール 作品募集
家族や友人、親しい人の顔を思い浮かべな
がら、暮らしのひとコマ、風景、身近にある
ものを描いた「絵てがみ」を募集しています
◆テーマ＝①一般の部：想い②高校生以
下：なし 出品料：①1点当たり100円切手
1枚、②無料 12月28日㊌（消印有効）ま
でに県立丹波年輪の里へ 0795-73-0725
0795-73-0727   詳細は 丹波　絵てがみ

イベント等は延期・中止
の場合がありますインフォメーション

再生紙使用
〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1 078-341-7711㈹
兵庫県広報広聴課 078-362-3019 078-362-3903 https://web.pref.hyogo.lg.jp/ 今月号およびバックナンバーは

県ホームページでご覧いただけます。
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県では、毎年12月を「税収確保重点月間」
と定め、預金・給与等の財産調査、差し押
さえ処分などの徴収対策を重点的に実施
します。納付困難な人は相談してください。
　丹波県税事務所 収税管理課
　0795-73-3743　0795-73-0247

12月は
「税収確保重点月間」です！

変化する働き方、
暮らし方
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地方回帰の流れの中、丹波篠山市、丹波市への移住者は、どちらも過去3年間で約3倍に増加。
移住や起業によって多様な暮らし方や働き方を実践する人が増えています。

女性起業家が生み出す地域の変化

子育てをしながらでも、やりたいことにチャレンジし
てみませんか？県民局では、子育てをしながらでも
起業や自己実現ができるように、女性起業家や起業
志望者の交流や連携を支援する「たんば女性起業家
ネットワーク」を8月に発足さ
せました。女性の力が丹波地
域を大きく変えていきます。

暮らし方、働き方の選択肢が多様化する中、
進化する“たんば暮らし”の現状を取材しました。

「仕事に合った土地」、それが移住のきっかけでした。広い
土地でのびのび仕事ができ、今は盆栽のオンライン販売
や近所の剪定など、移住前とは違う働き方をしています。
また、毎日の楽しみにご近所さんとの会話が加わりまし
た。私たちにできることから恩返しをしていきたいです。お
店がオープンしたら、まず地域の皆さんをご招待します。

丹波地
域に移

住

した人
に聞い

た！

女性起業家に聞いた！

丹波の進化
が丹波の進化
が

止まらない止まらない 丹波県民局たんば共創課  　0795-73-0690  　0795-72-0899

4年前、起業セミナーへ参加し、同じ志を持つ仲間に出
会ったことが、私の暮らしを変え、2019年にアクセサ
リーショップ（Fun+）を開業し、2020年には夫
と木のある暮らしをテーマとした複合施設
（mocca）を始めました。子育て、家事と大変で
すが、自分のやりたいことを実現するため
に何ができるかを考え、行動する日々で
す。次は皆さんが殻を破る番です。

丹波市

会員募集中！
詳細はこちら

移住者のたんば暮らしはこちらから

大阪市中央区→大路地区　宮里 凜太郎さん こずえさん

Fun＋　辻 聖子さん

せん てい

みや ざと りん   た   ろう

つじ  せい    こ

挑戦が変えた私の暮らし

理想の仕事が丹波でかなう

今はテレワークなので、職場を変えずに移住ができ、自然
の中で別荘暮らしをしているような感覚です。山と平地
に包まれた福住では、地域の方が温かいおかげで、ゆっ
たりと心に余裕を持って生活でき、何か楽しいことはな
いか探し回る、そんな日々です。もっと皆さんとお話をし
てたくさん学びたいです。一緒にお茶でもしましょう。

丹波
篠山市

大阪市北区→福住地区　水田 弓衣さん

テレワークで新たな暮らし
取材者が感じた

移住者を受け入れる地域性

地域住民のネットワークは移住者にとって強力な味
方です。困り事があっても、住民のつながりを生か
した問題解決の早さに二人とも驚かれていました。

住民のつながり、結束力

共有林などは、貴重な地域の資源。移住者と共に活
用していく地域が増えており、中には移住者と協力
して里山づくりに取り組む地域もあります。

寛容な地域と多様な移住者が互いに作用し合い、
新しい暮らし方・働き方が生まれています。自分ら
しいライフスタイルを送ることで地域の魅力が高
まっています。さらなる進化のその先、皆さんはど
んなワクワクする丹波を思い描きますか。

地域資源を分かち合う
みず  た　   ゆ　い

丹波版の
問い合わせは

丹波県民局県民交流室総務防災課へ
〒６69-3309 丹波市柏原町柏原688

困ったとき、まずは［さわやか県民相談］へ
　0120-32-7830（携帯電話からは代表番号へ）
  【受付】平日（祝日等を除く）9時～17時30分

な や み  ゼロ

柏原総合庁舎　0795-72-0500（代表）
ホームページ 丹波県民局

0795-73-3719　 0795-72-3077

丹波県民局からの
丹波篠山市・丹波市

丹
波


